
 

令和 3（2021）年度 

自己点検・評価書 

兵庫大学・兵庫大学短期大学部 



大学質保証委員会 委員長所見 

 

この度、令和 3（2021）年度事業計画について、「兵庫大学・兵庫大学短期大学部 内

部質保証実施要領」に基づき、期末報告・最終評価を行った。 

 

１．自己点検・評価の意義 

 本学で行う自己点検・評価は、建学の精神、本学の目的及び各種方針等の具体化に向け

た内部質保証の仕組みを構成する不可欠な要素である。内部質保証の目的は、本学の諸活

動を自己点検・評価したうえで、その結果を明らかにするだけでなく、結果を検証して改

善に結びつけることにある。 

 令和 2（2020）年度に改定された内部質保証方針及び実施体制に基づき、全学的な自己

点検・評価システムが再構築され、現在その下で自己点検・評価活動を進めている。本年

度実施分は、新たな体制の下での 2年目、また、「Vision 2024（第３次中期計画）」の 2

年目にあたる自己点検・評価でもある。昨年度の実施体制の中で析出された課題を確認し

ながら、改善活動を進めてきた。 

 昨年度に引き続き、この自己点検・評価が本学の維持・発展に大きく影響することを意

識し、自己点検・評価を行った。 

 

２．評価結果について 

 新型コロナウイルス感染症が世界規模で拡大し、日常生活が多大な影響を受けた令和 2

（2020）年度に引き続き、令和 3（2021）年度も、多くの変容を余儀なくされた 1年であ

った。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を引き続き受けつつも、前年度の経験を踏まえ、

withコロナを受入れ、各部局が工夫を凝らしながら事業計画を遂行していたことが窺え

た。とりわけ、教育の質の保証や入口及び出口対策など、高等教育機関として最重要視し

なければならない事業には、教職員が一丸となって「ハイブリッド型」の対応がなされ

た。 

こうした困難な状況の下でも、事業計画の遂行にご尽力していただいたことに感謝の意

を表したい。 

 

Ⅰ 建学の精神の浸透と実践 

 新型コロナウイルス感染症拡大のため、計画どおりの実施が困難となった宗教行事につ

いては、実施方法を変更する等、当初の目的を達成するための工夫が施された。 

共通教育科目においては後述の通り、建学の精神である「和」を教育内容に反映させる

ことについて大きな前進がみられた。今後は、専門教育科目についても「和」の浸透方策

を検討されたい。 
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他方、「和」の解釈が統一されていないことが課題として提示されている。学園創立 100

周年記念事業及び睦グランドデザイン 2030を企画・推進する機会も活用しながら、建学

の精神「和」の解釈について、学園全体で協議を進めていく。 

 

Ⅱ 建学の精神に基づく人材の育成 

 宗教行事については前述のとおりである。 

共通教育科目のカリキュラム整備に際して、シラバスへの「建学の精神」に関する記述

の記載率が昨年度から向上したことは、大きな前進である。「Ⅰ 建学の精神の浸透と実

践」でも触れた通り、「和」の解釈の不統一を解消するとともに、建学の精神への理解・

浸透を進めていく。 

 また学生の希望に沿った質の高い出口保証については、概ね成果が出ている。多大な制

限がある中で、様々な工夫がなされ、実効性の高い試験対策が行われる等、熱意ある教育

の成果が結果に表れている。 

残念ながら一部、思うような結果が得られなかった計画もあったが、問題の所在は既に

確認済である。課題を学科内で共有し、改善を図るとともに、次年度は目標を確実に達成

できるよう、継続的な指導を望む。 

 

Ⅲ 教育の質保証改革の推進 

教学マネジメントの確立に向けた取り組みを加速するために不可欠となるHUsystemの

本格的な運用がスタートした。各学科・部署の作業効率が向上し、教育力が高められるこ

とを期待する。また改定された「教学アセスメントポリシー」を本格的に始動させ、教育

改善が図られることを望む。 

教職員 FD・SD研修会及び教職員カフェについては、教学アセスメントに沿ったテーマ

が設定されるなど、目的達成に向け努力されていることを確認した。これらの計画の遂行

は、「Vision 2024（第３次中期計画）」における質保証の観点から重要な事業となる。全学

レベルでの教育改革を加速化したい。 

教育学部の設置準備は、計画通りに推進していることが確認された。「Vision 2024（第

３次中期計画）」が掲げる当該事業を含む「教員養成課程等の総合的な見直し」について

は、学園創立 100周年記念事業及び睦グランドデザイン 2030を構成する要素としても検

討を進めていく。 

教育環境の整備については、概ね計画通りに推進していることが窺えるが、学生にとっ

てより一層安心・安全で学びやすい環境作りのための整備が引き続き行われることを望

む。 
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Ⅳ 研究水準及び研究成果の向上 

今年度より研究支援課を配置して体制を整備し、工夫を重ねながら事業は進められている

が、論文数や科研費申請・獲得数は十分であるとはいえない。論文等生産性の向上を含む

研究活動活性化を重要課題と認識し、支援対策を強化することが望まれる。 

研究学会の設立と学術集会の開催については、「日本地域共生ヘルスケア学会」が創設

され、概ね計画通りに推進していることが窺えた。大学院が研究基盤の形成を担う機関へ

と発展するよう期待する。 

 

Ⅴ 高大接続の強化 

 附属校、連携協定校との連携が進められていることが確認できた。附属校では、附属校

教員の意識改革を図ることや、探究学習の推進について連携を一層強化すべきことなど、

課題も残されており、双方の理解、協力体制の構築を望む。 

連携協定校については、探究学習パッケージを実施した高校で、生徒の探究学習レベル

が向上しており、高大接続の深化が確認できた。また、高等学校単独では難しい専門分野

に対する支援をパッケージ化すべきことは既に課題認識として捉えている。今後は、学科

の特性を活かし、個々の高校に応じた持続可能な教育連携を構築していただきたい。 

 

Ⅵ ブランド力の強化 

 withコロナに対応したハイブリッド型の募集活動を展開し、高校生との接触機会を

増やすなどの早期募集に努めた。また、公式サイトや SNSを中心に、高校生が求める

情報を積極的に発信し、戦略的に募集活動を展開した。しかしながら、令和 3（2021

）年度は入学定員充足には至らなかった。各学科とも危機感を抱き、定員確保を重点

課題とし、募集活動を更に強化することを望む。とりわけ、令和 5（2023）年度開設

の教育学部は、何としてでも入学定員を確保しなければならないと考える。 

同窓会との連携強化は、コロナ禍の影響もあるが、著しく計画の進捗に遅れが生じ

ており、連携関係の構築・強化は急務である。 

全ての計画の推進が本学のブランド力の強化へつながることを認識し、教職員一丸

となって目標達成に向け計画を進めていただくことを強く望む。 

 

Ⅶ 地域社会との連携強化 

 地域プラットフォーム事業の一環として、文部科学省の「就職転職支援のための大学リ

カレント教育推進事業」に採択され、実施に至ったことは大きな成果であった。6事業全

てを実施したのが全国でも本学のみであったこと、大学コンソーシアムひょうご神戸のリ

カレントフォーラムで他大学とともに事例発表を行ったことも評価すべきである。 
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課題は、必須とされた令和 3年度中の就職数が、想定を下回る結果となったことである

が、その原因は既に検証済である。 

その他地域連携事業は前進しつつあるが、プラットフォーム事業については、緒に就い

たばかりであり、令和 4（2022）年度には、体制構築及びさらなる事業の質の深化が図ら

れることを望む。 

 

Ⅷ 経営・ガバナンスの強化 

 組織体制の確立及び人事考課の改正において、未着手の計画が見受けられる。課題を把

握した上で、計画推進を早期着手し、改善を要する事業への対応を強く求める。 

内部質保証の実効化においては、概ね計画通り進んでいる。令和 5（2023）年度の認証

評価受審に向け、着実に準備が進められていることも確認できた。 

他方で、寄付金事業の展開においては、計画の推進が難航していることが窺える。本計

画は「学園創立 100周年記念事業」としても重要な計画であることから、今後の取組みに

改善を望みたい。 

 

３．総括 

 令和 3（2021）年度の事業計画は、「Vision 2024（第３次中期計画）」の 2年目にあた

る。「Vision 2024（第３次中期計画）」では、特に「教育の中身」と「教学改革」を重点的

に取り組むこととしており、これらの成果が中期計画の達成はもとより、本学の将来に大

きな影響を与えることは言うまでもない。 

 「5年後の大学像」の実現に向け、初年度に実施した事業内容をさらに強化し、多くの

制約がある中で全教職員が諸課題の解決のため、工夫を重ね成果を出していただいたこと

に感謝したい。2年目を終え、過去の事業計画を振返り、新たな課題を把握した上で、改

善方策を図り、令和 4（2022）年度事業に繋げていただきたい。 

 また、令和 4（2022）年度は、睦グランドデザイン 2030の体制構築作業が本格化する

ことから、中長期的な発想に基づき、学園発展に向けた諸事業を進めていくことが必要に

なる。全教職員にご協力をお願いしたい。 

 

 

令和 4年 5月 25日 

兵庫大学・兵庫大学短期大学部 

学長 河野 真 
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１．評価結果

評価の基準 標語 評価結果 評価結果

目標より大幅に成果を出している Ａ 9 24.3%

目標に対し概ね成果を出している Ｂ 13 35.1%

掲げた目標より下回っている Ｃ 13 35.1%

掲げた目標より大幅に下回っている Ｄ 2 5.4%

２．評価結果の割合

令和3（2021）年度事業計画評価結果

24.3%

35.1%

35.1%

5.4%

目標より大幅に成果を出している

目標に対し概ね成果を出している

掲げた目標より下回っている

掲げた目標より大幅に下回っている

Ａ

ＢＣ

Ｄ

Ｂ
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数

N
o B

7

（
一

部
上

場
・

優
良

企
業

就
職

者
2
0
％

）

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

N
o N

8

―

全
国

平
均
65
.1
%を

大
幅
に
上
回
っ
た
も
の
の
、
新
卒
合
格
率
92
.9
%に

は
若
干
到
達
で
き
て
い
な
い
。

N
o H

―
1
0

（
保

健
体

育
教

諭
2
人

、
養

護
教

諭
1
人

）

―

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）
定
例

礼
拝
や
宗
教
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
・
対
面
開
催
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お

い
て
も
精
神
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
を
継
続
し
た
こ
と
。

各
組

織
―

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

建
学

の
精

神
に

触
れ

る
機

会
の

増
加

B
改

善
会

議
体

―

関
連

部
署

等
全

学
部

全
学

科

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

学
生

の
卒
業
時
調
査
に
お
け
る
建
学
の
精
神
の
理
解
10
0％

に
向
け
て
引
き
続
き
施
策
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

戦
略

目
標

Ⅱ
-
2

「
あ

り
が

と
う

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

」
の

育
成

　
学

生
の

希
望

に
沿

っ
た

質
の

高
い

出
口

保
証

責
任

者
副

学
長

（
教

育
担

当
）

公
務

員
試

験
合

格
者

　
5
％

（
4
4
人

中
2
人

以
上

）

B
要

改
善

会
議

体
―

改
善

指
示

事
項

―
現

代
ビ

ジ
ネ

ス
学

科

評
価

理
由

等

・
一
部
上
場
、
優
良
企
業
の
定
義
付
け
を
再
検
討
す
る
こ
と
。

・
地
方
公
務
員
数
の
目
標
値
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
受
験
す
る
自
治
体
を
全
国
に
広
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
公
務
員
の
合
格
者
数
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待
）

就
活

を
し
な
い
不
稼
働
の
学
生
に
対
し
て
、
学
生
支
援
課
と
連
携
し
て
就
活
支
援
を
行
う
こ
と
。
20
22
年
か
ら
の
市
場

区
分

の
再
編
も
あ
り
、
目
標
企
業
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
途

退
学
率
は
20
.3
%と

高
率
で
あ
り
依
然
課
題
で
あ
る
。
中
途
退
学
率
の
低
減
に
向
け
て
、
1年

次
生
か
ら
面
談
シ
ス

テ
ム

を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
就
職

希
望
者
41
名
の
う
ち
、
企
業
就
職
39
名
（
う
ち
大
企
業
22
名
 5
6%
）
、
公
務
員
3名

 7
.3
%と

数
値
上
の
目
標
は
達

成
し

た
。
4年

生
は
、
3者

面
談
を
3回

実
施
し
、
就
職
支
援
を
行
っ
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

大
企

業
が
一
部
上
場
・
優
良
企
業
に
該
当
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

学
科

と
し
て
、
公
務
員
志
望
の
学
生
に
対
す
る
支
援
は
十
分
な
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

改
善

指
示

事
項

（
評

価
し

た
点

）
国
家

試
験
合
格
率
は
90
.9
%で

、
前
年
度
よ
り
大
幅
に
上
昇
し
、
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
。

学
力

把
握
と
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
刺
激
を
目
的
に
毎
月
試
験
を
実
施
し
、
各
試
験
後
に
は
チ
ュ
ー
タ
ー
面
談
を
す
る
な

ど
き

め
細
い
対
応
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

目
標

値
達
成
を
継
続
す
る
こ
と
と
、
国
試
全
国
平
均
合
格
率
に
加
え
て
新
卒
合
格
率
を
上
回
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

中
途

退
学
率
は
23
.3
%と

依
然
高
率
で
あ
る
。
段
階
的
に
低
減
す
る
た
め
に
低
学
年
か
ら
面
談
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と

し
た

相
談
・
支
援
対
策
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

管
理

栄
養

士
国

家
試

験
合

格
率

　
9
0
％

以
上

A
改

善
会

議
体

―

栄
養

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
科

改
善

指
示

事
項

―
評

価
理

由
等

健
康

シ
ス

テ
ム

学
科

評
価

理
由

等

（
評

価
し

た
点

）
保
健

体
育
（
中
学
）
の
教
員
採
用
試
験
に
お
い
て
、
既
卒
者
2名

が
合
格
者
し
た
が
、
養
護
教
諭
の
採
用
試
験
合
格
者

は
新

卒
・
既
卒
者
と
も
い
な
か
っ
た
。

1次
試
験
で
は
、
上
記
2名

を
含
め
て
7名

が
合
格
し
、
内
新
卒
は
2名

だ
っ
た
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

―

改
善

指
示

事
項

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

教
員

採
用

試
験

合
格

者
　

3
人

（
過

年
度

生
も

含
む

）

B

改
善

会
議

体

改
善

指
示

事
項

― ―
（

今
後
へ
の
期
待
）

対
策

講
座
の
常
駐
ス
タ
ッ
フ
（
養
護
・
保
体
）
に
よ
る
支
援
を
今
年
度
よ
り
開
始
し
た
こ
と
か
ら
、
教
採
対
策
支
援
の

強
化

や
、
既
卒
の
教
職
従
事
者
（
講
師
や
代
替
教
員
な
ど
）
の
把
握
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ス
ポ

ー
ツ
人
材
の
就
業
先
の
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
を
期
待
す
る
。

中
途

退
学
率
21
.6
%と

依
然
高
率
で
あ
る
。
1年

次
生
か
ら
面
談
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
き
め
細
か
い
相
談
支
援
を
行
う

こ
と

を
期
待
す
る
。

7



N
o

ペ
ー

ジ
数

K
1
2

保
健

師
国

家
試

験
合

格
率

　
9
0
％

以
上

行
政

保
健

師
職

合
格

　
2
名

―

N
o S

1
3

―

N
o Y

―
1
5

こ
ど
も
福
祉
学
科
、
教
職
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
生
支
援
課

―

N
o C

―
1
6

―

―

―

改
善

指
示

事
項

―
看

護
学

科

評
価

理
由

等

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
看
護

師
国
家
試
験
合
格
率
は
94
.9
％
で
、
目
標
を
上
回
っ
た
が
、
保
健
師
国
家
試
験
合
格
率
は
86
.7
％
で
目
標
に
到
達

し
な

か
っ
た
。
保
健
師
は
3名

輩
出
し
た
。

4年
に
な
っ
て
2名

が
退
学
し
、
中
途
退
学
者
は
計
6名

、
中
退
率
 5
.8
%で

あ
っ
た
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

―

改
善

指
示

事
項

看
護

師
国

家
試

験
合

格
率

　
9
3
％

以
上

B

改
善

会
議

体

―

精
神

保
健

福
祉

士
国

家
試

験
合

格
率

　
7
0
％

改
善

指
示

事
項

―
公

務
員

試
験

合
格

者
　

1
名

社
会

福
祉

学
科

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

看
護

師
国
試
合
格
率
に
お
い
て
、
全
国
の
新
卒
平
均
合
格
率
を
上
回
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

高
学

年
の
中
退
者
は
単
位
未
修
得
な
ど
学
修
不
良
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
低
学
年
か
ら
の
修
学
支
援
や
相
談
を
強
化
す

る
こ

と
を
期
待
す
る
。 K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

評
価

理
由

等

（
評

価
し

た
点

）

社
会

福
祉
士
国
家
試
験
合
格
率
75
％
で
、
全
国
平
均
及
び
新
卒
平
均
を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ
と
。

精
神

保
健
福
祉
士
国
家
試
験
合
格
率
は
10
0％

、
ま
た
、
公
務
員
試
験
に
は
2名

が
合
格
し
た
。
い
ず
れ
も
目
標
を
大
き

く
上

回
る
結
果
で
あ
る
。

中
途

退
学
率
は
4.
2%
で
、
目
標
の
5%
以
下
で
あ
っ
た
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

―

改
善

指
示

事
項

社
会

福
祉

士
国

家
試

験
合

格
率

　
7
0
％

A

改
善

会
議

体

公
務

員
（

公
立

園
）

合
格

者
数

　
7
名

D
要

改
善

会
議

体

こ
ど

も
福

祉
学

科
改

善
指

示
事

項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

国
家

試
験
合
格
率
を
維
持
し
、
そ
の
成
果
を
学
生
募
集
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

―
評

価
理

由
等

（
評

価
し

た
点

）
公
務

員
（
公
立
園
）
採
用
試
験
に
2名

が
合
格
し
た
が
、
目
標
数
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。

中
途

退
学
者
は
2名

で
5.
7%
で
あ
っ
た
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

・
教
職
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
強
化
し
、
学
科
の
学
生
支
援
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

・
公
務
員
（
公
立
園
）
希
望
者
数
の
増
加
を
図
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待
）

3年
生
（
次
年
度
受
験
）
は
14
名
が
公
立
園
を
希
望
し
て
い
る
た
め
、
意
欲
を
維
持
さ
せ
て
、
合
格
に
向
け
た
支
援
を

行
う

こ
と
を
期
待
す
る
。

中
退

率
は
母
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
1名

の
退
学
者
が
大
き
く
影
響
す
る
が
、
き
め
細
か
い
支
援
で
目
標
値
以
下

に
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

公
務

員
（

公
立

園
）

合
格

者
数

　
1
0
名

以
上

A
改

善
会

議
体

保
育

科
第

一
部

・
第

三
部

改
善

指
示

事
項

―
評

価
理

由
等

（
評

価
し

た
点

）
公
務

員
（
公
立
園
）
合
格
者
は
、
計
14
名
で
目
標
数
の
10
名
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
を
出
し
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

令
和

４
年
度
は
「
サ
ン
キ
ュ
ー
♡サ

プ
リ
」
導
入
の
2年

目
に
あ
た
り
、
有
効
活
用
と
と
も
に
成
果
の
確
認
を
行
っ
て
い

た
だ

き
た
い
。

中
途

退
学
は
全
体
で
は
10
名
で
6.
0%
だ
が
、
第
三
部
が
3.
5%
に
対
し
て
第
一
部
は
8.
8%
で
あ
る
。
入
学
時
か
ら
の
相

談
・

支
援
等
の
対
策
強
化
を
期
待
す
る
。
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N
o

ペ
ー

ジ
数

④
1
8

ペ
ー

ジ
数

N
o

①
2
0

―

N
o

②
2
1

―

N
o

③
2
2

―

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

学
生

面
談

シ
ス

テ
ム

の
確

立
B

改
善

会
議

体
―

〔
留

意
事

項
〕

教
員

に
よ
っ
て
面
談
の
実
施
内
容
に
差
が
見
ら
れ
る
。
全
教
員
が
あ
る
一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
で
面
談
が
行
わ
れ
る
よ
う

な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

改
善

指
示

事
項

―

（
今
後
へ
の
期
待
）

退
学

率
の
減
少
に
は
直
ち
に
反
映
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
次
年
度
以
降
、
そ
の
点
も
注
視
し
、
面
談
シ
ス
テ
ム
の

見
直

し
を
随
時
行
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）
1年

生
を
対
象
に
4回

、
2年

生
以
上
は
半
期
ご
と
に
1回

の
年
間
を
通
し
た
面
談
計
画
を
た
て
、
実
施
し
た
。
面
談
の
資

料
と

な
る
「
学
び
の
カ
ル
テ
」
の
様
式
を
確
定
し
発
行
し
た
。
教
学
説
明
会
(9
月
)で

全
学
的
な
理
解
を
促
し
た
。
年

度
末

に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
面
談
シ
ス
テ
ム
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
次
年
度
に
向
け
て
調
整
を
行
っ
た
。

各
組

織
―

F
D
・

S
D
オ

フ
ィ

ス
、

I
R
推

進
室

、
全

学
部

全
学

科
、

教
学

部
（

教
務

課
）

、
高

等
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

教
学

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

効
化

B
改

善
会

議
体

―

戦
略

目
標

Ⅲ
-
1

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
確

立
責

任
者

副
学

長
（

教
育

担
当

）
関

連
部

署
等

〔
留

意
事

項
〕

教
職

員
に
よ
る
主
体
的
実
践
の
た
め
、
連
携
協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
。

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

計
画

通
り
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
PD
CA
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
更
な
る
教
育
改
革
、
教
育
改
善
を
期
待
す
る
。

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
方
法
や
指
標
に
つ
い
て
、
教
育
改
革
推
進
会
議
で
見
直
し
を
は
か
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
の
目
途

が
つ

い
た
こ
と
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
関
わ
り
が
具
体
的
に
整
理
さ
れ
た
こ
と
。
大
学
運
営
会

議
(2

月
9日

)に
上
程
し
た
の
ち
、
教
学
説
明
会
(3
月
16
日
)を

行
い
、
全
学
的
に
周
知
を
行
っ
た
。

各
組

織

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

客
観

的
か

つ
厳

格
な

成
績

評
価

へ
の

取
組

み
C

要
改

善
会

議
体

教
育
改
革
推
進
会
議

〔
留

意
事

項
〕

―

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

FD
・

SD
活
動
は
、
教
育
改
革
を
進
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

教
育

改
革
推
進
会
議
や
関
係
部
署
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
期
待
す
る
。

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
客
観
的
か
つ
厳
格
な
成
績
評
価
に
つ
い
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
次
年
度
の
教
育
課
程
に
反
映
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
、
具
体
的
方
策
の
原
案
を
取
り
ま
と
め
、
大
学
運
営
会
議
で
審
議
を
行
う
こ
と
。

（
評

価
し

た
点

）

FD
・

SD
研
修
会
に
お
い
て
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
導
入
や
実
践
例
に
つ
い
て
共
有
し
た
り
、
兵
大
グ
ッ
ド
・
プ
ラ

ク
テ

ィ
ス
賞
受
賞
者
に
よ
る
授
業
に
関
す
る
講
演
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
教
職
員
カ
フ
ェ
に
お
い
て
、
学
生
と

の
か

か
わ
り
に
関
し
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
一
方
、
客
観
的
で
厳
格
な
成
績
評
価
に
関
す
る
具
体
的
方
策
に
つ

い
て

は
、
教
育
改
革
推
進
会
議
の
も
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討
す
る
準
備
が
整
っ
た
。
し
か
し
、
具
体
的
な

取
り

組
み
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

各
組

織

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

H
U
s
y
s
t
e
m
の

試
験

運
用

の
完

了
A

改
善

会
議

体
―

〔
留

意
事

項
〕

―

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

HU
sy

st
em
管
理
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ユ
ー
ザ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
HU
sy
st
em
本
格
運
用
に
伴
う
各
部
署
の
入
力
内
容

及
び

責
任
体
制
の
整
理
を
行
う
こ
と
を
期
待
す
る
。

国
試

対
策
等
の
デ
ー
タ
集
積
と
分
析
活
用
な
ど
、
教
学
IR
と
し
て
HU
シ
ス
テ
ム
の
活
用
幅
を
広
げ
る
た
め
、
学
科
と
の

連
携

を
い
っ
そ
う
強
化
し
て
進
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）

20
20

年
度
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
通
し
て
、
HU
sy
st
em
の
基
本
的
仕
様
の
合
意
及
び
要
望
・
改
善
の
議
論
を
進

め
、

20
22
年
度
か
ら
の
本
格
運
用
に
耐
え
得
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
一
定
の
完
成
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
予
定
よ
り
早
く

運
用

を
開
始
し
た
こ
と
。

学
内

で
点
在
し
て
い
た
デ
ー
タ
の
内
、
10
年
分
に
関
し
て
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
。
具
体
的
活
用
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か

の
分
析
と
と
も
に
報
告
を
行
っ
た
こ
と
。

各
組

織

9



ペ
ー

ジ
数

N
o

④
2
3

―

―

ペ
ー

ジ
数

N
o

⑤
2
4

学
修
基
盤
セ
ン
タ
ー

―

N
o

⑥
2
5

事
務
局
（
管
財
課
）

―

ペ
ー

ジ
数

N
o

⑦
2
6

一
部

の
建
物
に
つ
い
て
は
耐
震
診
断
が
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
耐
震
診
断
が
終
了
し
て
い
な
い
建
物
が
あ
り
、
年
度
別

整
備

計
画
の
完
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）
監
督

官
庁
等
に
対
し
て
、
教
育
学
科
設
置
に
係
る
「
届
出
書
」
「
収
容
定
員
増
認
可
申
請
書
」
「
教
職
課
程
申
請
書
」

「
保

育
士
指
定
申
請
」
等
の
作
成
及
び
提
出
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

各
組

織

全
学

部
全

学
科

、
大

学
院

、
学

長
室

、
教

学
部

、
入

学
部

、
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン
・

カ
レ

ッ
ジ

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

教
員

養
成

課
程

強
化

の
た

め
の

教
育

学
部

の
設

置
準

備
A

改
善

会
議

体
―

戦
略

目
標

Ⅲ
-
2

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

学
部

等
の

改
組

・
編

成
責

任
者

学
長

関
連

部
署

等

関
連

部
署

等
事

務
部

、
学

修
基

盤
セ

ン
タ

ー

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

令
和

5年
4月

の
開
設
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
諸
準
備
や
学
内
外
の
調
整
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

戦
略

目
標

Ⅲ
-
3

教
育

・
学

生
支

援
環

境
の

整
備

・
充

実
責

任
者

学
長

（
評

価
し

た
点

）
各

組
織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

協
議
が
進
み
一
定
の
方
向
性
は
見
出
し
た
が
、
そ
の
後
の
学
内
調
整
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
令
和
5年

度
稼
働
に
向
け
た
学
内
外
の
調
整

を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
を
急
ぐ
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待
）

―

H
U
M
A
N
S
2
0
2
1
の

稼
働

に
向

け
た

準
備

C
要

改
善

会
議

体
業
務
推
進
会
議

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
学
修
基
盤
セ
ン
タ
ー
の
報
告
書
を
踏
ま
え
て
、
実
施
に
至
る
ま
で
の
Wo
rk
 B
re
ak
do
wn
 S
tr
uc
tu
re
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に

関
す
る
具
体
の
計
画
作
成
を
関
連
部
署
に
対
し
て
指
示
す
る
こ
と
。

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

施
設

・
設

備
の

総
点

検
と

年
度

別
整

備
計

画
の

完
成

C
要

改
善

会
議

体
―

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）
各

組
織

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
20
30
（
仮
称
）
」
策
定
に
向
け
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
建
物
及
び
各
設
備
等
に
つ
い
て
、
耐
震
補
強
計
画
も

含
め
た
整
備
計
画
を
策
定
し
報
告
を
行
う
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待
）

―

全
学

部
全

学
科

、
教

学
部

（
学

生
支

援
課

、
教

務
課

）
、

管
財

課
、

国
際

化
推

進
委

員
会

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

留
学

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

設
置

に
向

け
た

準
備

C
要

改
善

会
議

体
業
務
推
進
会
議
、
大
学
運
営
会
議
、
教
育
改
革
推
進
会
議

戦
略

目
標

Ⅲ
-
4

グ
ロ

ー
バ

ル
化

・
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

化
の

推
進

責
任

者
副

学
長

（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

CO
VI

D-
19
の
感
染
拡
大
も
あ
り
、
内
向
き
志
向
が
強
く
な
り
、
国
際
交
流
、
留
学
生
確
保
に
関
わ
る
セ
ン
タ
ー
設
置
の

緊
急

性
が
薄
れ
て
い
た
懸
念
が
あ
り
、
積
極
的
に
進
め
る
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

改
善

指
示

事
項

―

（
今
後
へ
の
期
待
）

・
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
て
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

・
対

外
大
学
等
と
の
連
携
を
通
し
、
留
学
生
の
確
保
に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
現
地
入
学
者
の
確
保
に
つ
い
て

期
待

す
る
。

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
・
留
学
生
・
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
素
案
を
踏
ま
え
、
各
学
部
、
入
学
部
、
教
学
部
、
事
務
局
と
の
業
務
分
担
及
び
、
情
報
の
共

有
、
連
携
の
方
法
を
策
定
す
る
こ
と
。

・
大
学
に
お
け
る
留
学
生
の
必
要
性
、
海
外
体
験
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
教
育
改
革
推
進
会
議
で
検
討
を
行
う
こ
と
。

（
評

価
し

た
点

）

・
留

学
生
・
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
置
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
や
業
務
に
関
す
る
素
案
の
作
成
に
至
っ
て
い

る
も

の
の
、
実
現
の
た
め
の
部
・
課
と
の
調
整
が
未
調
整
で
あ
っ
た
こ
と
。

・
対

外
大
学
と
の
連
携
は
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
一
環
で
あ
る
。
編
入
生
の
獲
得
を
含
む
、
山
西
同
文
技
術
学
院
と
の
調

整
を

進
め
て
い
る
も
の
の
、
最
終
的
な
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

各
組

織
―

BY
OD

を
踏
ま
え
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
環
境
の
全
学
的
な
検
討
が
行
わ
れ
、
一
定
の
方
向
性
は
見
出
し
た
も
の
の
、
そ
の
後

の
学

内
調
整
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
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N
o

ペ
ー

ジ
数

⑧
2
7

―

N
o

ペ
ー

ジ
数

①
2
8

研
究
支
援
課

N
o

②
2
9

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）

設
置

後
1年

、
各
学
科
と
連
携
し
な
が
ら
精
力
的
な
学
生
支
援
に
あ
た
り
、
教
職
員
の
意
識
変
化
な
ど
を
も
た
ら
す
な

ど
、

当
初
の
目
的
以
上
の
成
果
を
上
げ
た
こ
と
。

令
和

4年
1月

末
ま
で
の
支
援
・
相
談
し
た
学
生
数
46
名
、
面
談
回
数
は
学
生
・
保
護
者
24
3回

、
教
職
員
94
回
。
オ

フ
ィ

ス
主
催
の
活
動
と
し
て
、
学
生
サ
ポ
－
タ
－
養
成
研
修
や
障
が
い
者
雇
用
相
談
会
を
実
施
、
学
外
の
連
携
機
関
と

の
連

絡
調
整
も
積
極
的
に
行
い
、
学
生
の
た
め
の
支
援
体
制
を
整
え
た
。

障
が

い
学
生
支
援
オ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
調
査
(令

和
4年

2月
実
施
)で

は
、
多
く
の
プ
ラ
ス
評
価
を
得
る
な
ど
、
オ
フ
ィ

ス
設

置
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

各
組

織

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

障
が

い
学

生
支

援
オ

フ
ィ

ス
（

仮
称

）
の

設
置

及
び

運
用

A
改

善
会

議
体

―

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

全
学

生
が
学
び
や
す
く
な
る
よ
う
ユ
ニ
バ
－
サ
ル
教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
。
学
内
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
を
可
視

化
・

常
態
化
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
実
践
力
の
つ
く
教
育
機
関
と
し
て
の
教
育
実
践
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
期
待
す

る
。

戦
略

目
標

Ⅳ
-
1

研
究

生
産

性
の

向
上

責
任

者
副

学
長

（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

―

研
究
推
進
会
議

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
既
に
、
全
教
員
に
対
し
3年

以
内
に
フ
ァ
ー
ス
ト
オ
ー
サ
ー
で
の
1本

以
上
の
論
文
作
成
を
指
示
す
る
文
書
を
発
出
し
て
お
り
、
今
後
、

具
体
的
に
実
行
あ
る
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。
（
案
：
学
部
長
と
副
学
長
で
協
議
の
上
、
最
近
、
論
文
作
成
が
十
分
で
は
な
い
教
員
に

対
す
る
個
別
の
指
導
な
ど
）

関
連

部
署

等
研

究
支

援
課

、
高

等
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）

・
生

産
性
の
引
き
上
げ
と
い
う
目
的
の
た
め
に
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
引
き
上
げ
を
優
先
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

・
上

記
を
踏
ま
え
、
論
文
作
成
の
本
数
を
拡
大
す
る
た
め
に
研
究
推
進
会
議
等
で
議
論
を
踏
ま
え
、
指
示
を
発
出
し
た

こ
と

、
そ
し
て
業
績
の
把
握
を
容
易
に
す
る
た
め
に
業
績
プ
ロ
の
更
新
の
合
意
を
得
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

教
員

に
よ
る
論
文
本
数
が
少
な
く
、
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
、
課
題
の
解
決
に
至
る
に
は
教
員
に
強
く
働
き
か
け
る
こ

と
が

必
要
で
あ
る
。

改
善

指
示

事
項

研
究

生
産

性
の

計
算

方
法

の
確

立
の

た
め

の
現

状
把

握
と

検
証

体
制

の
構

築
C

要
改

善
会

議
体

研
究

活
動

活
性

化
の

た
め

の
検

討
と

実
施

C
要

改
善

会
議

体
―

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―・
早
期
に
業
績
プ
ロ
の
導
入
を
行
い
、
現
行
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
移
行
を
進
め
、
教
員
へ
の
広
報
を
徹
底
す
る
こ
と
。

・
紀
要
の
電
子
化
に
つ
い
て
、
検
討
に
入
り
、
紀
要
の
出
版
回
数
の
拡
大
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
検
討
を
行
う
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待
）

―

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
当
初

想
定
し
た
事
業
を
全
て
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
科
研
費
採
択
数
、
申
請
数
と
も
に
低
下
し
て
い
る
。

各
組

織
研
究
支
援
課

〔
留

意
事

項
〕

採
択

者
は
申
請
時
の
本
学
の
支
援
策
で
あ
る
レ
ビ
ュ
ー
制
度
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、
レ
ビ
ュ
ー
制
度
の
意
義
に
関
す
る

課
題

が
残
っ
た
。

改
善

指
示

事
項

他
の
大
学
の
事
例
の
収
集
（
例
え
ば
、
科
研
費
申
請
を
義
務
化
し
て
い
る
大
学
の
状
況
等
）
を
行
い
、
研
究
力
強
化
策
を
検
討
、
報
告

す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待
）

―
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N
o

ペ
ー

ジ
数

③
3
0

ペ
ー

ジ
数

N
o

①
3
1

N
o

ペ
ー

ジ
数

②
8
8

看
護

学
研

究
科

、
学

長
室

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

研
究

学
会

の
設

立
と

学
術

集
会

の
開

催
B

改
善

会
議

体
―

戦
略

目
標

Ⅳ
-
3

「
知

」
の

集
積

拠
点

と
し

て
の

研
究

基
盤

の
形

成
責

任
者

副
学

長
（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

学
会

員
の
拡
大
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

―

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）

・
5月

に
日
本
地
域
共
生
ヘ
ル
ス
ケ
ア
学
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
3月

に
は
最
初
の
学
術
集
会
、
及
び
学
術
雑
誌

の
発

行
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
ま
た
雑
誌
に
は
本
学
の
修
士
学
生
の
論
文
発
表
も
行
い
、
看
護
学
研
究
科

の
高

度
化
に
寄
与
し
た
。

・
副

次
的
効
果
と
し
て
、
地
域
の
医
療
機
関
の
関
係
者
な
ど
と
学
会
を
通
し
て
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

各
組

織
―

全
学

部
、

教
学

部
、

入
学

部

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

附
属

校
と

の
S
D
G
s
を

盛
り

込
ん

だ
探

求
学

習
の

教
育

連
携

強
化

B
改

善
会

議
体

―

戦
略

目
標

Ⅴ
-
1

附
属

校
・

園
と

の
連

携
強

化
責

任
者

学
長

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
む
な
ど
、
附
属
校
側
の
対
応
が
十
分
で
は
な
く
、
ま
た
高
大
接
続
に
関
す
る
意
義
に
つ
い
て

の
理

解
も
十
分
得
ら
れ
て
い
な
い
懸
念
が
あ
る
。
担
当
者
間
の
協
議
や
協
力
を
円
滑
に
す
る
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る

。
改

善
指

示
事

項
―

（
今
後
へ
の
期
待
）

―

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）
看
護

医
療
コ
ー
ス
の
生
徒
対
象
と
し
て
、
探
究
学
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
受
講
者
の
反
応
は
大
変
よ

く
、

事
業
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
す
べ
き
内
容
と
考
え
る
。

各
組

織
―

入
学

部
、

社
会

連
携

オ
フ

ィ
ス

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

連
携

協
定

校
と

の
探

求
学

習
活

動
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
化

A
改

善
会

議
体

―

戦
略

目
標

Ⅴ
-
2

高
等

学
校

と
の

連
携

強
化

責
任

者
副

学
長

（
教

育
担

当
）

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

当
該

事
業
で
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
つ
い
て
の
教
諭
へ
の
研
修
を
兼
ね
て
の
授
業
の
実
施
と
い
う
、
高
等
学

校
と

の
連
携
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
理
解
が
深
ま
っ
た
も
の
の
、
高
等
学
校
側
の
ニ
ー
ズ
は
そ
れ

以
外

に
も
拡
散
を
し
て
い
る
。

改
善

指
示

事
項

―

（
今
後
へ
の
期
待
）

高
等

学
校
の
ニ
ー
ズ
と
兵
庫
大
学
の
学
科
と
を
結
ぶ
事
で
、
本
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い
た
だ

く
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
方
策
を
今
後
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項
―

（
評

価
し

た
点

）

・
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
従
前
か
ら
の
仕
組
み
の
活
用
も
含
め
、
複
数
の
高
等
学
校
を
対
象
と
し
て
事
業
を

実
施

し
た
こ
と
。

・
本

学
の
教
員
を
中
心
と
す
る
SD
Gs
教
育
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
し
、
附
属
校
に
展
開
す
る
た
め
に
も
連
携
校
で
実
現
す

る
、

と
い
う
当
初
の
目
的
を
一
部
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

各
組

織
―

12



N
o

ペ
ー

ジ
数

①
―

8
9

ペ
ー

ジ
数

N
o

②
―

9
1

― ―

N
o

ペ
ー

ジ
数

③
―

9
2

― ―

N
o

ペ
ー

ジ
数

④
―

1
3
3

―

―

全
学

部
全

学
科

、
全

部
署

（
入

学
部

）

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

入
学

定
員

の
確

保
入

学
定

員
の

1
.
1
倍

以
上

C
要

改
善

会
議

体

改
善

指
示

事
項

戦
略

目
標

Ⅵ
-
1

収
容

定
員

の
充

足
責

任
者

副
学

長
（

教
育

担
当

）
関

連
部

署
等

〔
留

意
事

項
〕

入
試

改
革
、
コ
ロ
ナ
禍
、
新
学
習
指
導
要
領
（
探
究
学
習
が
進
む
）
中
、
高
校
生
の
進
学
傾
向
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る

こ
と

。
改

善
指

示
事

項
本
学
の
学
修
の
成
果
（
正
課
、
正
課
外
、
そ
の
他
）
を
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
し
、
受
験
生
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
。

本
学
の
魅
力
の
ア
ピ
ー
ル
で
、
競
合
大
学
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待
）

入
試

の
総
括
を
踏
ま
え
、
時
代
の
変
化
を
鑑
み
、
中
長
期
的
な
入
試
戦
略
を
考
え
実
施
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

―
評

価
理

由
等

（
評

価
し

た
点

）

多
く

の
広
報
手
段
を
駆
使
し
、
志
願
者
数
は
昨
年
度
よ
り
上
回
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
看

護
学

部
を
除
き
定
員
充
足
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

接
触

広
報
と
し
て
来
校
型
OC
（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
は
じ
め
進
路
探
求
塾
の
実
施
や
出
張
OC
な
ど
積
極
的
に
実

施
し

た
。
非
接
触
広
報
と
し
て
、
We
b－

OC
や
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談
、
SN
Sの

情
報
発
信
な
ど
積
極
的
に
実
施
し
、
ハ

イ
ブ

リ
ッ
ド
型
の
学
生
募
集
活
動
を
展
開
し
た
。

各
組

織
全
学
部
・
全
学
科
、
入
学
部
、
教
学
部
、
IR
推
進
室

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
公
式

サ
イ
ト
の
改
修
及
び
新
規
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
行
う
な
ど
、
本
学
に
対
す
る
訴
求
力
の
向
上
を
進
め
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

学
科

が
発
信
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
発
信
す
る
た
め
の
工
夫
を
検
討
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

改
善

指
示

事
項

全
学

部
全

学
科

、
全

部
署

（
学

長
室

）

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

公
式

サ
イ

ト
に

よ
る

発
信

力
の

強
化

B
改

善
会

議
体

戦
略

目
標

Ⅵ
-
2

U
S
R
（

大
学

の
社

会
的

責
任

）
活

動
に

よ
る

信
頼

の
確

保
責

任
者

学
長

関
連

部
署

等

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

学
園

周
年
事
業
等
と
連
動
し
た
活
動
を
展
開
し
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
発
信
力
の
強
化
と
訴
求
力
の
向
上
を

進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

戦
略

目
標

Ⅵ
-
3

S
D
G
s
の

推
進

責
任

者
副

学
長

（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等
全

学
部

全
学

科
、

大
学

院
、

S
D
G
s
推

進
委

員
会

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
各
学

科
、
部
を
構
成
す
る
若
手
教
職
員
を
中
心
に
、
短
期
間
で
兵
庫
大
学
SD
Gs
計
画
を
立
案
し
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

―
改

善
指

示
事

項

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

S
D
G
s
計

画
の

策
定

及
び

推
進

B
改

善
会

議
体

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

実
現

に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

戦
略

目
標

Ⅵ
-
4

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

信
頼

関
係

の
醸

成
責

任
者

学
長

関
連

部
署

等
事

務
部

、
入

学
部

、
学

長
室

、
社

会
連

携
オ

フ
ィ

ス

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
連
携

強
化
を
模
索
し
な
が
ら
も
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
具
体
的
な
施
策
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

各
組

織
事
務
局
（
総
務
課
）

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

同
窓

会
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
C

要
改

善
会

議
体

〔
留

意
事

項
〕

改
善

指
示

事
項

各
後
援
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
10
0周

年
事
業
と
も
連
動
し
な
が
ら
、
具
体
的
内
容
を
協
議
し
可
視
化
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待
）

―
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N
o

ペ
ー

ジ
数

①
―

1
3
4

N
o

ペ
ー

ジ
数

②
業
務
推
進
会
議

1
3
5

ペ
ー

ジ
数

N
o

③
―

1
3
6

―

戦
略

目
標

Ⅶ
-
1

社
会

的
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
提

供
責

任
者

副
学

長
（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

導
入

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

導
入

、
充

実
A

改
善

会
議

体

改
善

指
示

事
項

―
評

価
理

由
等

関
連

部
署

等
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン
・

カ
レ

ッ
ジ

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）

・
予

定
の
事
業
で
あ
る
リ
カ
レ
ン
ト
コ
ー
ス
、
明
石
市
と
の
連
携
に
よ
る
保
育
士
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
を
引
き

続
き

実
施
し
た
こ
と
。

・
新

た
に
文
科
省
事
業
「
就
職
 転

職
支
援
の
た
め
の
大
学
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業
」
6事

業
を
展
開
し
た
こ
と
。

6事
業
の
展
開
は
全
国
で
も
本
学
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
の
リ
カ
レ
ン
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム

に
も
、
神
戸
大
学
、
園
田
学
園
女
子
大
学
と
並
ん
で
事
例
と
し
て
発
表
す
る
な
ど
、
生
涯
学
習
の
兵
庫
大
学
を
ア

ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
明

石
市
か
ら
新
た
に
子
育
て
支
援
に
関
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
の
受
託
を
得
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
文

科
省
の
幼
稚
園
教
諭
の
上
進
講
習
に
つ
い
て
申
請
、
採
択
さ
れ
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

各
組

織
―

〔
留

意
事

項
〕

履
修

証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
は
文
科
省
の
政
策
決
定
に
よ
り
、
令
和
3年

度
で
終
了
。
こ
れ
に
代
わ
る
方
法
を
今
後
早

期
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

改
善

指
示

事
項

―

（
今
後
へ
の
期
待
）

幼
稚

園
の
上
進
講
習
、
明
石
市
か
ら
の
受
託
事
業
な
ど
、
幼
児
教
育
、
保
育
の
リ
カ
レ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

5年
度
設
置
の
教
育
学
部
に
移
管
す
る
こ
と
で
、
学
生
へ
の
学
習
と
連
続
し
て
の
リ
カ
レ
ン
ト
と
い
う
高
い
効
果
が
得

ら
れ

る
他
、
配
属
し
た
教
員
の
効
率
的
な
活
用
を
期
待
す
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
早
期
に
教
育
学
部
担
当
者
と
の
協
議

を
進

め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

社
会

連
携

オ
フ

ィ
ス

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

地
域

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

実
施

に
向

け
た

体
制

構
築

C
要

改
善

会
議

体

戦
略

目
標

Ⅶ
-
2

連
携

協
定

先
と

の
さ

ら
な

る
連

携
強

化
責

任
者

副
学

長
（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

条
件

整
備
、
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
も
の
の
、
組
織
化
と
い
う
点
で
は
遅
れ
て
い
る
。

組
織

化
す
る
場
合
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
な
予
算
、
人
員
な
ど
の
確
保
が
で
き
て
い
な
い
。

改
善

指
示

事
項

―

（
今
後
へ
の
期
待
）

―

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
播
磨

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
の
連
携
な
ど
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
前
提
と
し
た
連
携
は
進
ん
で

い
る

。
ま
た
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
一
環
と
し
て
、
文
部
科
学
省
「
就
職
・
転
職
支
援
の
た
め
の
大
学
リ
カ

レ
ン

ト
教
育
推
進
事
業
」
に
申
請
し
、
採
択
さ
れ
た
。

各
組

織
―地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
方
向
性
を
明
確
に
示
し
、
実
現
に
向
け
た
体
制
構
築
を
行
う
こ
と
。

組
織
化
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
を
踏
ま
え
検
討
を
す
る
こ
と
。

①
法
人
格
の
要
否
、
体
制
の
検
討
及
び
選
定
（
NP
O、

一
社
、
任
意
）

②
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
兵
庫
大
学
と
の
関
係
の
明
確
化
（
兵
庫
大
学
か
ら
の
委
託
事
業
と
す
る
な
ど
）

③
連
携
先
と
の
体
制
整
備
、
組
織
化
に
必
要
な
規
程
等
の
整
備

全
学

部
全

学
科

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

P
B
L
型

授
業

の
推

進
C

要
改

善
会

議
体

戦
略

目
標

Ⅶ
-
3

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
・

研
究

支
援

責
任

者
副

学
長

（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）

関
連

部
署

等

〔
留

意
事

項
〕

本
事

業
は
PB
L型

と
さ
れ
る
授
業
の
評
価
が
他
よ
り
も
高
く
な
る
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
に
あ
り
、
学
生
か
ら
の
評
価

に
関

わ
る
IR
推
進
室
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
に
関
わ
る
FD
・
SD
推
進
室
と
の
連
携
が
十
分
で
は
な
く
、
そ
の
把

握
は

で
き
て
い
な
い
。

改
善

指
示

事
項

各
組
織
に
記
載
の
部
署
で
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
PB
L型

授
業
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
。

（
例
：
PB
L型

授
業
に
よ
り
成
績
評
価
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
、
PB
L型

授
業
と
座
学
中
心
の
授
業
の
評
価
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る

評
価
の
明
確
化
の
効
果
な
ど
、
複
数
の
仮
定
を
置
き
、
そ
の
実
証
を
行
う
こ
と
で
、
PB
L型

授
業
の
深
化
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
）

（
今
後
へ
の
期
待
）

PB
L教

育
を
本
学
の
強
み
と
す
る
こ
と
は
学
生
募
集
に
も
有
効
で
あ
る
。
特
に
、
看
護
、
社
福
な
ど
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス

分
野
の
人
材
育
成
に
お
い
て
は
地
域
と
の
関
わ
り
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
お
り
、
PB
L型

授
業
で
学
ぶ
こ
と
が
成
績

を
引

き
揚
げ
る
こ
と
の
実
証
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
PB
L事

業
を
実
施
し
9団

体
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
新
た
に
留
学
生
の
団
体
も
応
募
す
る
な
ど
、
広
が
り
が
見
え
て
い

る
こ

と
。

各
組

織
社
会
連
携
オ
フ
ィ
ス
、
IR
推
進
室
、
FD
・
SD
推
進
室

14



N
o

ペ
ー

ジ
数

①
業
務
推
進
会
議

1
3
9

大
学
改
革
の
方
針
を
明
確
に
し
そ
れ
に
基
づ
く
事
務
組
織
の
改
革
・
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
。

N
o

②
―

1
4
0

―

N
o

ペ
ー

ジ
数

③
―

1
5
3

― ―

N
o

ペ
ー

ジ
数

➃
―

1
5
4

― ―

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
業
務

の
多
角
化
に
よ
り
、
各
部
署
の
役
割
が
肥
大
化
し
て
い
る
が
、
ス
リ
ム
化
に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
の
立
案
が
な

さ
れ

て
い
な
い
。

各
組

織
―

総
務

課
、

学
長

室

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

組
織

の
ス

リ
ム

化
に

向
け

た
原

案
作

成
D

要
改

善
会

議
体

戦
略

目
標

Ⅷ
-
1

機
動

的
な

意
思

決
定

を
可

能
と

す
る

組
織

体
制

の
確

立
責

任
者

学
長

関
連

部
署

等

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

教
職

員
の

人
事

考
課

の
改

正
C

要
改

善
会

議
体

〔
留

意
事

項
〕

―
改

善
指

示
事

項
―

（
今
後
へ
の
期
待
）

―

職
員
評
価
に
お
い
て
は
、
そ
の
実
施
目
的
を
明
確
し
成
功
事
例
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
制
度
導
入
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
教
員
評
価
に

お
い
て
は
、
現
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
則
り
実
施
す
る
こ
と
。

（
今
後
へ
の
期
待
）

―

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
教
員

評
価
制
度
は
見
直
し
の
上
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
未
着
手
で
あ
る
。

各
組

織
事
務
局
（
総
務
課
）

学
長

室

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

内
部

質
保

証
の

実
効

化
B

改
善

会
議

体

戦
略

目
標

Ⅷ
-
2

内
部

質
保

証
の

確
立

責
任

者
学

長
関

連
部

署
等

関
連

部
署

等
事

務
部

、
学

長
室

K
P
I

評
価

改
善

活
動

の
要

否
改

善
指

示
事

項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

「
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
20
30
（
仮
称
）
」
策
定
や
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
実
効
化
等
も
含
め
な
が
ら
、
自
主
的
・

主
体

的
な
自
己
点
検
・
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

戦
略

目
標

Ⅷ
-
3

財
政

基
盤

の
強

化
責

任
者

学
長

〔
留

意
事

項
〕

―

改
善

指
示

事
項

―
（

今
後
へ
の
期
待
）

後
援

団
体
や
協
力
関
係
企
業
等
に
対
す
る
対
面
で
の
寄
付
金
依
頼
を
展
開
す
る
な
ど
、
目
標
金
額
達
成
の
た
め
の
施
策

を
展

開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
評

価
し

た
点

）
寄
付

金
募
集
活
動
を
開
始
し
本
学
に
お
け
る
寄
付
金
事
業
を
構
築
し
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

―

改
善

指
示

事
項

寄
付

金
事

業
の

展
開

B
改

善
会

議
体

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

評
価

理
由

等
改

善
指

示
事

項

（
評

価
し

た
点

）
自
己

点
検
・
評
価
を
行
い
PD
CA
サ
イ
ク
ル
の
稼
働
等
に
つ
い
て
点
検
確
認
が
で
き
た
こ
と
。

各
組

織

〔
留

意
事

項
〕

―
改

善
指

示
事

項
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